
倫理審査委員会 議事要旨 

 

日 時：令和5年10月 27日（金）14時15分～14時25分 

場 所：大会議室 

出席者：別紙参照 

議 題：（5-8）当院における低用量ピルの使用に関する研究 

        【申請者：精神科医師 武田 哲】 

                                             

【議事要旨】 

 

〇資料を基に申請者から説明 

       ・委 員：保険診療にて行うのか。 

         申請者：「月経困難症」と診断する事により保険診療とできる。 

         委 員：自己負担発生の有無は？ 

申請者：「自立支援（医療）」の適用範囲内にて自己負担となるので低額となる想定。 

委 員：了解 

 

・委 員：「精神科薬」併用の有無についても研究されるのか。 

申請者：薬剤単位で研究を行うと多岐にわたるため、対象を「精神科受診患者」とし 

    ピル服用が生活環境に与える影響を研究する事としたい。 

委 員：PMDD（月経前不快気分障害）とは「抑うつ」「気分の不安定」等が主たる 

症状だと思うが、「統合失調症」等精神疾患を有する患者には PMDDと併診し 

治療を行うとの理解でよろしいか。 

申請者：そうである。当該症例の方々の社会進出等に関しプラスアルファとなるよう 

なところも考慮している。 

委 員：PMDDに限らず精神科疾患全般という事で、了解した。 

 

      ・委 員：目標人数設定は？ 

申請者：他医師にも協力を仰ぎ、症例数が多いほどデータとしての信頼性が高まる事 

を踏まえ、最低でも 20～30人を見込んでいる。 

委 員：了解 

 

      ・委 員：資料に「同意撤回書」がない。 

           → 会議後、メールにて配布した（庶務班長） 

  本起案添付資料「式次第」9頁参照 

 

・委 員：対象患者は、入院・外来どちらか。 

申請者：入院・外来区別なく当院の患者を対象としたい。 

委 員：了解 

以上 


